
＜巳本史探究雨）＞江戸時代®江戸初期の外交•紫教・寺社統帯」茶利書：P. I翌P./63 
m江戸時代初期の外交 ⑤中国産の（.20. ）［縫］畔崎に運んで隣対謎交挽し
麟． 店（2． 厖(3. )号ヵ｀、豊後に巨利を得ていた(2/. )に対しては（辺 ）年、 (23. } 
漂着し忍徳川く4-. >は 3の航海士 (5 )人のほ )• （お ）の危人に (26 )を玄らせ、この
<6. >[6.I ]三置宝内人であ表 26が生糾認を決定しで岳講入謬 (27 )を
(7 )人のく8. >[g ]もうけた。 亨閲る翫雰謬

——- -
を外交留易這鯛疇。魯晟こ霊覧揺詞嘉編罠）26I芯のちに（ぉ ）•（匁 ）這人が加わiJ、
----------------------------------------------—ー（泊 ）と呼ばれた。
①その後オランダは (609年に、イギリズは (6(3年に慕府応留易の―------―互―-----------------------------------
許可を受け、応尉 (9. )に西館を胴疇。両国げJヌト⑦疇直との国交回復を試蒻が：う訳いかず (31 )政
翫面では（（o. ）の国で、西国人は (I( )と 宙を8月がとっていたこともあリ、第三回（麟ァジア方面）違厨
呼叩這鱈］とIi:/:怠て布表這西しておらず留器が中心‘＿亨巴竺＿ー一＿＿＿竺竺竺竺°-----―-----------
で (12. )直立しでアジアヘの進出をはかていた。⑧知ため7ィリピンのマニラゃタイのアュタヤなとに渡舟汀る商人

⑤一方、忍ペインとの逢｀｀｀｀戸芦――`;~;尋疇嘉府は彼らに海外渡舟宜を許可謬（33. } 
途絶たていだが、 (60寡、たまたま｝胃皇痢総督パ（＃ ゞ与えて省号を認紐 ）曰拡張した。漁自体は
ヵ王賃ご覧贔、翌（6（国に (4)が船を与えて彼らをヌ偲イン領メ芭」ぺ芝＿＿―-＞の時代詞忍応が、この江戸祝湘恥全塞を迎麟
コ [I~. ]に送表のを機に復活した。この時同行した寮者初① 33を与えられて智号を行った大名には、息津宝欠有馬靖信緊\'

星＿魯侶＿＿＿＿ーー一竺竺賣竺雙聾雙墨叫賢琶略おリ桐人に峰崎パ泌 ＞摂津(/)◎
®麟 (6(3年、似這主くI7. >直濫パ18. > >宜菩(/)<38. >ｷ <39 >疇濠。
をス感インに派遣した。この (n )も (4)もメキシコ
との直菩留易を固寮したが失敗した。



◎騎船留尉盛んに認と海外に移住謬8本人も増え

鱈ァジアの各地に(t). )がつくられた。特に、現在の

(4l. )酪配シャム(J) (12. )にあ表約では

＜侶 ＞が活躍し心朝の要職につくほとで売表。

入試問題でアウト犬ト
次の文章を読社、置部応®について、和和後の設悟
を読社、最も蒟当な客えを一つずっ廻記）•書こう。（京産大）

語碑オランダ筍J一方考が加lr（地方疇韓い嚢
｀虚庫は、 IJ-7デ号の餓海士と水先案内人を江戸に
召き外交叡恥顧問とし配その後、輝麟オ督·
イギリズ船パ謬を許可されぷ庄り造館を雨疇。

①下線部こついて、オラ沙船'J-J=f-号が漂着し紀のはどこ？
＜薩摩国・日鑓国豊後国豊前国＞ ( ) 

®下線普について、オラン匁航海士の名前を答たよう。
( 

⑨下線部について、平戸の位置を客たよう。 [ 

a
 

l
6
 

疇よ、炉ぐ図碑麟等も重椀し使翫派遣ば遥
商を求め筵。 16隣、尋遺堂長が忍°インに氾匿拓、メキシコ
との固に留易隙係を結1まうとしたがいず打も版功凶功‘:::>た。

®疇叫髄重して次嘩B月文の正恙を半1定ほう。
(I) この使賀として、哀者所の要西茶屋四即次剖］が派遣さ打た。［

(9)この使笥が発シコに派遣された。 [ ] 
(3) スヘ°インとの通交は、回6年のサン＝7ェリペ号畢件以来絶ぇ
ていた。 [ ] 
汀噂帝についてこの人物が仕えた大名戸（ ) 

幕府は、海外に渡縮捻攀船1這沫印状を与えて許可
制とし貿易を統制した。訊疇嘩人は中疇琴醒
に握び巨利を得て国が、幕府が＇叫窃年叶蒻l案包墜
したので粛lLトガIL商人は大きな打撃を受けr=。

⑥摂津国平野を活軌拠点とした犀鳴貨易寮ぷ〉
() 

®ばlしトガJL商人が遅んでいた疇産品は何砂（ ) 

8)この際の統制速として正しいものはとれガ？ [ ] 
A 詢lLトガ）L船の長崎への寄港を制限した。

8献゜ルトガlL船よりもおうされ恣中国産品［⑦叫各之］紅拌の
特定商人に一括購入させた。

C. この結胴実のことを出会雀瀦という。



回禁応寺社統制 ⑥くl5. >を総丈将にして (l6. )菰に立
①家康は初期に（畔蒻託奨励し、キリヌほ庭黙‘言思して＼＼記筑 てこもった。それに対しで老中<17. >1が6を約l2万の
その布教ヵゞ (1. )を起＜窓れと信従 霊睾で攻撃し、翌年ようやこの一袴短鋳圧した。

---------------一----—, ---「'-·直結して尭らうことも考えられたため、（2. )年直轄領⑦菓府はこの乱行後、キリジタンを胆絶捻ため、 9を却はしまた
に (3. )を出し、（＃ 洋これを全回におよぼして信者キリヌト表徒以外にも ((8 )宗 (19 )派（鞠訳窓配
巳旦賓竺夏甕ピ巴＿＿＿―-一亨星辱9累二国＿• も弾圧誌ためにすべての人々を直応‘鴫鱈忍長させて

だんなでら 認方

② 16（碑には、く5. >ら 300人余リ在マニラとマカオに 檀那転檀家とする（勾． ）を設けた。
-------------------- --—- - -—• • 

疇し l622号は尉奇で (6. )と呼ば疇麟⑧そして (21. ）［繹酷磯囀］を年で家ごと
陸直皇翌竺堕塑竺声笙葦嗅吐色2_-------—ーの宗恥檀那寺を (22. )に登録さ麟。2霜辱麟‘
⑤象くの信者は改索しだが、一部の信者lぉ迫害に屈廿ずひそガにされる四な(.23. )の役害」を果たした。（←住民の聴入·駆出生死
信仰畔鰐疇（7 ）もいた。そこで、 がわ謬ので） ・丸如（笠． ）ともいウ
(8. )早応らキリシタン摘知認）こ、キリスト像ゃマリア像を―----------------―-----を踏ませる（9． )を行亭。 麟五□塁塁己 0また檀那寺に (25 )を発行させて個人の身元き保
心喩に踏幸せる聖画像のことを ((O. )と＼＼う。 証紐た。隣し、仏巷以外疇苺がすべて禁圧拉条わけでは忍

---―---―----―-―-―------------立こ鵡靡嶺疇麟這府によって容言をされていた。
@(11. )年には、 (l2. )が起こぶこの乱は、、飢饉 —--—---------------- - ---
の中で釦祠註忍着恥戻藁領主尉祭氏とが疇疇麟な、 ◎蓋麟(.26. )を通じて全国疇麟管理した。 /60I年ヵ‘
囀疇し、キリズト表徒を弾圧したこと（こ麟虞峰［翫武士］ら酌鯰‘、とに（町 ）を出し、宗派の和寺院の（お． ) 

豆三這竺吃o-----—ー聾五ふ石蘊可が‘誓旦寺院で蒻（匁 ）疇制誌（初． ）を整
備した。

®息原と天草はもともとキリシタン大名のくl3. >とくl4. --·---------—----___------------------—-------------— 

＞の箱把で、一｛奏勢の中には l3• （夕の 1碍臣ゃキリシタンが約
◎ 30は中世ガら続く仏蓉諸酌筵対象にしたほガ、新たに(7c半
ばに、睛僧(J) -<3(. >が伝えた（王 ）も許容し

ヵ慕。 し怠。辺の28 として寮者の (33. )がある。



⑫そして、 166型酌零仏教諸宗派すべてを共通して寺院ゃ僧侶を巨］朝鮮と中国
統制するために位 ）を出した。さらに同年、神社①朝鮮とは (1. )藩主の (2. )氏を通して国交回復を l訪‘
神職‘に競しても（褪． ）を制定し公家の リ、 (3. )年に蒜漁羊と（午． ）との固で (5 )ヵ、結
(36. )家を本所として続制ま忍礎隅追→土徊門家 ばれた。 5零、 1年に (6. )隻疇応らの麟恥(7. )の
遼問題で·カト-f,リト （8．→ (T`:```：ご゜阿尋辱覧卓

(F和）寺請制痩l~ f明して延べ、た文について、正しい組奸合‘ ------------------
わせはと碕？ （聖口せ子女） ①鞘鮮ヵちは (607年以降詞2回の使応凍曰し、作英醗IJ-
工寺請制度は、キリ対苓ゃ—鱗追厨目的として ('I. )と呼ばれ、そ魯目は新将軍就任遭叡
語けら筵。 過豆慕。

I寺諸制度のもとで檀家遭殿輝疇疇ナ —--------- ----------
い。 ③家康1国釦との国交回復もは力‘琴濯鮮呻疇恥たことや塁謬：：＠l享、l[疇 ®I疇、9 ]I ／竺：：ど］ニロニニロ

（郎）次の文の正誤を判定はう。（際要学院大改）
(()キリズト巷の信者が為い地域ま中心に鼠原の乱後
初めて絵踏を実施した。 [ ] 

の蔚知疇贔リ弓（き謬 (D )が知疇（田）。-------------—, ----------------------------
＠その後、 163婢 Iこ威立した満小（＇（民族の王苺詑琴 (13. )ヵゞ
忍拝□威亡した8月にイ応で中国を続ー墓。 13とも正式な国
英遭祐鯰疇‘霞疇芦。

疇応種家であることを証蜘囀疇疇t 入試憫賑で元卜沿沈、宗門改め繹茫さ碕。 [ ]1 厄門）次の文の譴詰判起戸。（麟学院大）
国3)次の文の正誤を判定ばう。（闇西学院大）
江戸時代公家の吉田家は諸社頑直神主法窟に基
づき諸国の神社神賠恥統制を行った。 [ ] 

徳川家康は秀吉時代‘に悪化した東アジア諸国との胴係
回復につとめた。 BRとの国交は実廃頃冴‘~~:が、朝鮮ヵらは
使菩が来曰捻ようにな表。 [ ] 
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